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日銀横浜支店は7日、6月の神奈川県内の金融経済概況を発表した。景気判断は「供給制約の影響を強く受けながらも、新型コロナウイルス感染症の影響が和らぐもとで、基調としては持ち直している」との判断を据え置いた。ただし、ロシアのウクライナ侵攻を念頭に「資源価格上昇などの影響に注視が必要である」とした。

輸出や生産に関しても「供給制約の影響から、持ち直しのペースが鈍化している」として判断を据え置いた。

一方、雇用・所得は「新型コロナウイルス感染症の影響が和らぐもとで、持ち直しの動きが見られている」と判断を引き上げた。旅館など宿泊事業や居酒屋など飲食店の通常営業の再開により、宿泊・飲食サービス業の4月の新規求人数は前年同月比で倍増した。

今後の見通しについて、河西慎支店長は「感染症の影響が和らぐもとで、雇用及び消費の持ち直しがはっきりしてきており、それが雇用・所得環境の改善につながる」と話した。





